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[bookmark: _Toc24062786]はじめに
[bookmark: _Toc24062787]Remindowsについて
Remindowsは、以下の操作を自動実行するマクロを簡単に作成できるツールです。
· ファイルを開く
· フォルダを開く
· Webページを開く
· ストアアプリを起動する
· ウィンドウの表示座標を設定する
· アプリケーションを終了する

実行する内容を設定してファイルに保存すれば、以降はそのファイルを開くだけで設定した内容が自動実行されます。
保存したファイルを編集モードで開けば、実行内容の再編集も可能です。

パソコンを起動するたびに前回の作業環境を再現するのが面倒なとき等に便利です。
アプリケーション名の"Remindows"は"Remind"と"Windows"を合わせた造語です。

[bookmark: _Toc455619295][bookmark: _Toc24062788]動作環境
Windows10にて動作確認済みです。
Microsoft .NET Framework 4.5.2以上が必要です。

[bookmark: _Toc455619296][bookmark: _Toc24062789]連絡先
	メール
	empty.sky.shirangana@gmail.com

	コミュニティ
	https://com.nicovideo.jp/community/co2136247

	Twitter
	https://twitter.com/powderdust001



[bookmark: _Toc455619297][bookmark: _Toc24062790]著作権および免責
本ソフトウェアはフリーソフトウェアです。どなたでもご自由にお使いいただけます。著作権は制作者の粉塵exが保有しています。本ソフトウェアを許可なく再配布したり販売したりすることを禁止します。
本ソフトウェアを使用したことによって生じたすべての障害、損害等に関しては、制作者および制作者の所属するいかなる団体、組織とも一切責任を負いません。各自の責任においてご使用ください。

[bookmark: _Toc24062791]使用ライブラリ
[bookmark: _Toc455619298]Newtonsoft.Json 12.0.2.23222

[bookmark: _Toc24062792]更新履歴
[bookmark: _Toc455619299]2019/09/21 Version 1.0.0
一般公開。

2019/11/07 Version 1.1.0
ドライブ直下のフォルダを開くコマンドの表示を修正。
同じアプリケーションのウィンドウが複数ある場合にウィンドウが見つからないことがある問題を修正。
現在実行中のアプリケーションの画面で更新ボタンを押した時にOKボタンが有効になる問題を修正。
現在実行中のアプリケーションの画面で単一選択する場合においてすべて選択のチェックボックスが表示されている問題を修正。
ファイル保存時に不要なデータを含めないように修正。
ツールバーを2段に変更。
ツールバーのアイコンのサイズを大きいものに変更。
ツールバーの編集メニューの項目を一部コマンドメニューに移動。
「ウィンドウ座標設定」を「ウィンドウ操作」に変更。
実行フローリスト上のウィンドウ操作のアイコンを変更。
ファイル/フォルダをドラッグ&ドロップした際にそれらのファイル/フォルダを開くコマンドを追加するように変更。（rmdwsファイルを除く）
クリップボードのデータがファイルまたは文字列の場合も貼り付けできるように拡張。
実行フローダブルクリック時にファイル選択ダイアログを表示する機能を追加。
実行フロー右クリック時にメニューを表示する機能を追加。
実行フローの右クリックメニューにパスのコピー機能を追加。
実行フローの右クリックメニューにファイル/フォルダの場所を開く機能を追加。
ウィンドウ操作に位置調整とサイズ調整のON/OFF機能を追加。
ウィンドウ操作にウィンドウをアクティブ化する機能を追加。
アプリケーションを終了するコマンドの機能を追加。
ショートカットファイルを開く時の動作を設定する機能を追加。
ウィンドウ操作にて指定の文字列をウィンドウタイトルに含むウィンドウを操作対象にする設定を追加。
実行フローリストの項目をドラッグ&ドロップで入れ替える機能を追加。


[bookmark: _Toc24062793]メイン画面の使い方
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[bookmark: _Toc24062794]実行フロー
開くファイルや起動するアプリケーション、ウィンドウの操作等を行うコマンドのリストです。
実行時には上から順に実行されます。
リストの項目にマウスオーバーすると、コマンドの詳細設定等がツールチップに表示されます。
リストの項目をドラッグ&ドロップすると、順番を入れ替えることができます。
右クリックで簡易メニューを開きます。

· パスのコピー
選択しているコマンドのファイルパスやURLをクリップボードにコピーします。

· ファイル/フォルダの場所を開く
選択しているコマンドのファイルやフォルダがある場所をエクスプローラーで開きます。

[bookmark: _Toc24062795]ステータスバー
選択しているコマンドのパス等の情報が表示されます。

[bookmark: _Toc24062796]ファイルメニュー
[image: ] 新規作成　Ctrl + N
実行フローを空の状態に戻します。編集内容が未保存の場合、編集内容を保存するかどうか確認されます。保存する場合、ファイルが未作成であれば「名前を付けて保存」を行い、ファイルを開いているのであれば「上書き保存」になります。

[image: ] 新規ウィンドウ　Ctrl + W
Remindowsを新規作成の状態で新たに起動します。現在編集中の内容はそのまま保持されます。

[image: ] 開く　Ctrl + O
保存されているrmdwsファイルを編集モードで開きます。現在の編集内容が未保存の場合、編集内容を保存するかどうか確認されます。保存する場合、ファイルが未作成であれば「名前を付けて保存」を行い、ファイルを開いているのであれば「上書き保存」になります。

[image: ] 上書き保存　Ctrl + S
現在編集中のファイルに編集内容を上書き保存します。ファイルが未作成の場合は「名前を付けて保存」になります。
ツールバーにある [image: ] のアイコンは、ファイルが未作成であれば「名前を付けて保存」を行い、ファイルを開いているのであれば「上書き保存」になります。

· 名前を付けて保存　Ctrl + M
編集内容を新しいファイルに保存します。新しいファイルとして指定したファイルがすでに存在する場合、そのファイルに上書き保存します。

· 終了　Alt + F4
Remindowsでの編集を終了します。現在の編集内容が未保存の場合、編集内容を保存するかどうか確認されます。保存する場合、ファイルが未作成であれば「名前を付けて保存」を行い、ファイルを開いているのであれば「上書き保存」になります。

[bookmark: _Toc458726551][bookmark: _Toc24062797]編集メニュー
[image: ] コピー
指定した方法でコマンドをクリップボードにコピーします。
ツールバーにある [image: ] をクリックした場合は「選択行をコピー」の動作になります。

· 選択行をコピー　Ctrl + C
選択しているコマンドをクリップボードにコピーします。選択しているコマンドが無い場合は使用できません。

· すべてコピー
すべてのコマンドをクリップボードにコピーします。コマンドが1つも無い場合は使用できません。

[image: ] 貼り付け
クリップボードにコピーされたコマンドやファイル、ファイルパス、URLを実行フローの選択位置に貼り付けます。クリップボードの内容がサポート対象外のアイテムである場合は貼り付けできません。

 1つ上へ移動
実行フローの選択しているコマンドを1つ上へ移動します。

 1つ下へ移動
実行フローの選択しているコマンドを1つ下へ移動します。

[image: ] 削除　Delete
実行フローの選択しているコマンドを削除します。

[bookmark: _Toc24062798]コマンドメニュー
[image: ] ファイル選択
ファイルを開くコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
開くファイルはファイル選択ダイアログから選択します。
ファイルは一度に複数選択できます。

[image: ] フォルダ選択
フォルダを開くコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
開くフォルダはフォルダ選択ダイアログから選択します。

[image: ] 現在実行中のアプリケーション
アプリケーションを起動する（実行ファイルを開く）または終了するコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
→ 現在実行中のアプリケーション選択画面

[image: ] ストアアプリ
ストアアプリを起動するコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
→ ストアアプリ選択画面

[image: ] クリップボードのURLを貼り付け
Webページを開くコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
WebページのURLはクリップボードにコピーされている文字列から取得します。
クリップボードの内容がURL（"http://"または"https://"で始まる文字列）でない場合、コマンドは追加されません。

[image: ] ウィンドウ操作
ウィンドウの操作を行うコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
→ ウィンドウ操作画面

[image: ] アプリの終了
アプリを終了するコマンドを実行フローの選択位置に追加します。
→ アプリの終了設定画面

[bookmark: _Toc24062799]実行メニュー
[image: ] 実行
実行フローのコマンドを上から順に実行します。
コマンドの設定内容によっては、進捗画面が表示されます。
→ コマンド実行中の進捗画面

[image: ] 選択行のみ実行
実行フローの選択しているコマンドのみを実行します。

全般設定での設定にかかわらず、開始、終了の確認ダイアログは表示されません。
また、エラー発生時にはエラーダイアログが表示されます。

ファイルを開く等のコマンドの場合、待機設定は無視されます。
ウィンドウ操作のコマンドの場合、ウィンドウが見つからなければ何もしません。

[bookmark: _Toc24062800]設定メニュー
[image: ] 選択行の詳細設定
実行フローの選択しているコマンドについての詳細な設定を行います。
→ 詳細設定画面

· 全般設定
Remindowsを使用する上での全般的な設定を行います。
→ 全般設定画面

· rmdwsファイルをRemindowsで開くように設定する
エクスプローラー上からrmdwsファイルを開く際、既定のアプリケーションとしてRemindowsで開くように設定します。
また、エクスプローラー上でrmdwsファイルに対して右クリックメニューを表示した時、メニューの項目に「Remindows で実行する」と「Remindows で編集する」が追加されます。

[bookmark: _Toc24062801]ヘルプメニュー
· マニュアル
本マニュアルファイルを開きます。

· 連絡先
· メール
既定のメールソフトを起動して制作者宛てのメールを新規作成します。

· コミュニティ
既定のブラウザで制作者のコミュニティのページを表示します。

· Twitter
既定のブラウザで制作者のTwitterのページを表示します。

· バージョン情報
　Remindowsのバージョン情報を表示します。


[bookmark: _現在実行中のアプリケーション選択画面][bookmark: _Toc24062802]現在実行中のアプリケーション選択画面

[image: ]

現在実行中のアプリケーションのうち、ウィンドウのあるものがリストに表示されます。
ただし、ストアアプリは表示されません。
「更新」ボタンを押すと、リストの内容が現在の状態に更新されます。

起動したいアプリケーションを選択し、「OK」ボタンを押すと、実行フローの選択している位置にアプリケーションを起動する（実行ファイルを開く）コマンドが追加されます。
「終了コマンド」にチェックを入れている場合は、選択したアプリケーションを終了するコマンドが追加されます。

[bookmark: _ストアアプリ選択画面]アプリケーションは複数選択できます。


[bookmark: _Toc24062803]ストアアプリ選択画面

[image: ]

パソコンにインストールされているストアアプリがリストに表示されます。
表示までに少し時間がかかることがあります。

起動したいストアアプリを選択し、「OK」ボタンを押すと、実行フローの選択している位置にストアアプリを起動するコマンドが追加されます。
ストアアプリは複数選択できます。
[bookmark: _ウィンドウ座標設定画面]

[bookmark: _ウィンドウ操作画面][bookmark: _Toc24062804]ウィンドウ操作画面

[image: ]

コンボボックスを開くと、現在実行中のアプリケーションのウィンドウのリストが表示されます。
リストからウィンドウを選択すると、そのウィンドウが再前面に表示され、ウィンドウの座標が設定できるようになります。

ウィンドウの表示位置とサイズを設定し、「OK」ボタンを押すと、実行フローの選択位置にウィンドウ操作のコマンドが追加されます。

· ウィンドウの座標を取得
操作対象のウィンドウの現在の状態を取得します。

· 簡易設定
· 表示位置をセット
設定対象のウィンドウをディスプレイの指定の場所に配置します。サイズはそのまま維持します。

· 表示位置とサイズをセット
設定対象のウィンドウを特定のサイズでディスプレイの指定の場所に配置します。

ウィンドウの配置を計算する際、タスクバーの領域は計算に含まれません。
複数のディスプレイがある場合、対象のウィンドウが表示されている割合が最も広いディスプレイを基準にします。

	ウィンドウの状態
	説明

	標準
	ウィンドウが最大化も最小化もされていない通常の状態になります。この状態の時のみ、ウィンドウの表示位置と表示サイズが設定できます。

	最大化
	ウィンドウが最大化されます。

	最小化
	ウィンドウが最小化（タスクバーに格納）されます。



· 表示位置
ウィンドウの表示位置を設定します。

· 位置を調整する
コマンド実行時にウィンドウの表示位置を調整するかどうかを設定します。
このチェックがOFFでもウィンドウ操作画面上では位置の調整ができます。

· X座標
ウィンドウの水平方向の位置を設定します。メインディスプレイの左端が0になります。

· Y座標
ウィンドウの垂直方向の位置を設定します。メインディスプレイの上端が0になります。

· 表示サイズ
ウィンドウの表示サイズを設定します。ウィンドウの最大サイズはディスプレイのサイズに依存します。アプリケーションによっては、最小サイズや最大サイズが制限されている場合があります。

· サイズを調整する
コマンド実行時にウィンドウの表示サイズを調整するかどうかを設定します。
このチェックがOFFでもウィンドウ操作画面上ではサイズの調整ができます。

· 幅
ウィンドウの水平方向のサイズを設定します。

· 高さ
ウィンドウの垂直方向のサイズを設定します。

· 最前面に表示する
ウィンドウを最前面に表示します。

· 最前面に固定する
ウィンドウを最前面に固定し、非アクティブになっても常に最前面に表示される状態にします。

· アクティブ化
コマンド実行時に操作対象のウィンドウをアクティブにします。
ウィンドウ操作画面上では操作対象のウィンドウはアクティブにはなりません。

· メインウィンドウの表示
実行フロー等を表示しているRemindowsのメインウィンドウの表示状態を切り替えます。コマンド実行時の動作には関係しません。メインウィンドウの表示が邪魔な場合は、チェックを外すと非表示になります。


[bookmark: _アプリの終了設定画面][bookmark: _Toc24062805]アプリの終了設定画面
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アプリケーションを終了するコマンドの設定を行います。
終了できるのはウィンドウを持つアプリケーションのみです。
バックグラウンドで実行されるタイプのアプリケーションは終了できません。
条件に一致するアプリケーションが複数ある場合は、それらすべてが終了されます。

· 指定のアプリケーションを終了する
指定したアプリケーションを終了するように設定します。
ストアアプリは設定できません。

· ウィンドウタイトルに指定の文字列を含むアプリケーションを終了する
指定した文字列をウィンドウタイトルに含むアプリケーションを終了するように設定します。
ストアアプリ等を終了したい場合はこちらを使用してください。

· ウィンドウを持つすべてのアプリケーションを終了する
ウィンドウを持つすべてのアプリケーションを終了するように設定します。
ストアアプリも含みます。

· 強制的に終了する
アプリケーションを強制的に終了するように設定します。
強制的に終了する場合、正常終了する際の処理が行われません。
アプリケーションによっては想定しない動作になることもあるため、特別な事情がない限りは使用しない方が良いでしょう。
[bookmark: _詳細設定画面]

[bookmark: _Toc24062806]詳細設定画面
[bookmark: _Toc24062807]ファイル, フォルダ, URLを開くコマンドの詳細設定
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· 管理者として実行
管理者権限でアプリケーションを起動するかどうかを設定します。
開く対象のファイルが実行ファイル（拡張子が"exe"のファイル）の場合のみ有効です。
アプリケーションによっては必ず管理者権限で起動されるものもあり、その場合はこの設定の必要はありません。

· 引数指定
実行ファイルを開く際のコマンドライン引数を設定します。
フォルダ、URLを開くコマンドでは設定できません。

· アプリケーションの指定
ファイル, フォルダ, URLを開くアプリケーションを設定します。
ストアアプリは設定できません。
この設定を行う場合、引数指定ができません。
この設定を行わない場合、OSで設定された既定のアプリケーションが起動します。

· コマンドの待機設定
ファイル, フォルダ, URLを開くアプリケーションの動作を待機するかどうかを設定します。
アプリケーションの仕様によっては適切に待機できない場合があります。

	待機設定
	説明

	待機しない
	アプリケーションを起動した後、待機せずに次のコマンドの処理に移ります。

	アイドル状態になるまで待機
	アプリケーションを起動した後、アイドル状態（アプリケーションがユーザの操作を受け付ける状態）になるまで待機してから次のコマンドの処理に移ります。
バックグラウンドで実行されるアプリケーションには使用しないでください。

	終了するまで待機
	アプリケーションを起動した後、そのアプリケーションが終了するまで待機してから次のコマンドの処理に移ります。
アプリケーションによっては、終了したように見えてもバックグラウンドで動作していることがあるため、ご注意ください。



[bookmark: _Toc24062808]ストアアプリを起動するコマンドの詳細設定
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· 起動モード
対象のストアアプリを起動するモードを設定します。
起動モードの種類はストアアプリによって異なります。（ない場合もあります。）
選択した起動モードによっては、ストアアプリが起動しなかったり、OSの設定により別のアプリケーションが起動したりする場合があるため、ご注意ください。

· 引数指定
ストアアプリを起動する際のコマンドライン引数を設定します。

[bookmark: _Toc24062809]ウィンドウ操作のコマンドの詳細設定
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· 指定の文字列をウィンドウタイトルに含むウィンドウを操作対象にする
[bookmark: _全般設定画面]コマンド実行時、指定した文字列をウィンドウタイトルに含むウィンドウを操作対象にするかどうかを設定します。
操作対象とするウィンドウのウィンドウタイトルが不定となる場合に設定すると良いでしょう。

複数のウィンドウが条件に一致する場合がありますが、操作対象となるウィンドウは1つのみとなります。
なお、操作対象のウィンドウを探す際は、そのウィンドウを起動している実行ファイルのパスもチェックしています。

[bookmark: _Toc24062810]アプリの終了のコマンドの詳細設定
アプリの終了設定については、選択しているコマンドの再設定になります。
→ アプリの終了設定画面


[bookmark: _Toc24062811]全般設定画面
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· rmdwsファイルを開く時の動作
rmdwsファイルをRemindowsで開く時の既定の動作を設定します。

	動作
	説明

	実行する
	rmdwsファイルに記録されたコマンドを実行します。

	編集する
	rmdwsファイルに記録されたコマンドの内容を読み込み、Remindowsで編集する画面を開きます。

	都度選択する
	実行するか編集するかを都度選択するようにします。



· ストアアプリアイコンの背景色
Remindows上でストアアプリのアイコンを表示する際の背景色を設定します。

· 実行時の動作
· 実行開始時に確認メッセージを表示する
　コマンドの実行を開始する際に、実行して良いかどうかの確認ダイアログを表示する設定を行います。

· 実行終了時に確認メッセージを表示する
　コマンドの実行が正常に完了した際に、完了を通知する確認ダイアログを表示する設定を行います。

· エラー時に中断する
　コマンドの実行時にエラーが発生した際に、処理を中断してエラーダイアログを表示する設定を行います。チェックを外した場合、エラーが発生しても無視して次のコマンドを続行します。

· ショートカットファイルの選択
· リンク先のファイルを選択
　ファイル選択ダイアログでショートカットファイルを選択した際に、ショートカットのリンク先のファイルを取得します。
· ショートカットファイルを選択
　ファイル選択ダイアログでショートカットファイルを選択した際に、ショートカットファイル自体を取得します。
[bookmark: _コマンドの実行][bookmark: _コマンド実行中の進捗画面]

[bookmark: _Toc24062812]コマンド実行中の進捗画面

[image: ]

アプリケーションの待機設定が「アイドル状態になるまで待機」または「終了するまで待機」であるコマンドがあるか、ウィンドウ操作のコマンドがある場合、コマンドの実行時に進捗画面が表示されます。

テキストボックスには現在処理中の動作が表示されます。
数字は（完了したコマンドの数/全体のコマンドの数）です。

「中断」ボタンを押すと、処理が中断されます。

ウィンドウ操作のコマンドでは、「アプリケーション（実行ファイル）のパス」と「ウィンドウタイトル」を基に設定対象のウィンドウを判別しています。
バージョンアップ等によりアプリケーションのパスが変更されていたり、ウィンドウのタイトルが異なっていたりする場合、ウィンドウが見つからない状態になることがあります。
なお、ウィンドウ操作のコマンドは、設定対象のウィンドウが見つかるまで待機し、操作が完了した時点で次のコマンドの処理に移ります。
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